




























【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は④
ばね振り子の単振動の周期Tは T＝2π√(m/k) で与えられる。m＝8.0kg、k＝1.0N/m を代
入すると、T＝2π√(8.0/1.0)＝2π×2√2＝4√2π≒4×1.414×3.142≒17.8s となり、
最も近い値は 18s である。

●問題Ⅲ-2
正解は③
ファラデーの電磁誘導の法則より、誘導起電力の大きさは V＝N|ΔΦ/Δt| で求められ
る。巻き数N＝2000、磁束変化ΔΦ＝0.01Wb、時間Δt＝20s を代入すると、V＝2000×
(0.01/20)＝1.0V となる。

●問題Ⅲ-3
正解は①
ヤングの実験における明線間隔Δxは Δx＝(l/d)λ で表される。したがって、明線間隔
を広くするためにはスリット間隔dを狭くするか、スクリーン間距離lを長くするか、波長
λを長くする必要がある。

●問題Ⅲ-4
正解は④
仕事率（電力）の単位ワット（W）は 1 W＝1 J/s＝1 (m²・kg・s⁻²)/s＝m²・kg・s⁻³ で
ある。m・kg・s⁻³ とする記述は長さの次元が不足しており誤りである。

●問題Ⅲ-5
正解は②
デュアン・ハントの法則より、電子の運動エネルギーがすべて1個の光子エネルギーに変
換されたときに最短波長λminが生じる（eV＝hc/λmin）。λmin＝hc/(eV)＝(6.6×
10⁻³⁴×3.0×10⁸)/(1.6×10⁻¹⁹×35×10³)≒3.5×10⁻¹¹m となる。

●問題Ⅲ-6
正解は⑤
物質の単位質量あたりに吸収されたエネルギー量は「吸収線量」（ア）であり、単位は「
グレイ（Gy）」（イ）である。放射線の種類を考慮した影響量は「等価線量」（ウ）であ
り、実効線量とともに単位は「シーベルト（Sv）」（エ）である。

●問題Ⅲ-7
正解は⑤
常磁性体の磁化率χは、キュリーの法則（χ＝C/T）に従い、温度の上昇に伴って熱攪乱
が強くなるため減少する。温度とともに増加するとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-8
正解は③
可逆カルノーサイクルの熱効率および熱量の関係は QL/QH＝TL/TH である。QH＝750J、TH
＝1500K、TL＝1200K より、QL＝750×(1200/1500)＝600J となる。

●問題Ⅲ-9
正解は③
塩化ナトリウム（NaCl）型構造は面心立方格子を基本とし、各Na⁺の周りには正八面体の
頂点方向に6個のCl⁻が配位している（配位数は6）。最近接のCl⁻の数が4であるとする記
述は誤りである。

●問題Ⅲ-10
正解は④
希ガス（第18族元素）は、低圧放電管に封入して電圧を印加放電させると、ヘリウムの桃
色、ネオンの橙赤色、アルゴンの青紫色など、元素固有の特有な発光スペクトル（ネオン
サイン等）を示す。



●問題Ⅲ-11
正解は④
溶液100g基準の溶解度（質量パーセント）であるため、60℃の飽和溶液100g中には溶質
52.2g、水47.8gが含まれる。20℃に冷却した際、水47.8gに溶けうるKNO3の質量xは 
x/(47.8＋x)＝24.0/100 より x≒15.1g となる。析出量は 52.2−15.1＝37.1g である。

●問題Ⅲ-12
正解は①
ギ酸（HCOOH）に濃硫酸を加えて加熱すると、濃硫酸の脱水作用により「一酸化炭素（CO
）」と水に分解する。二酸化炭素（CO2）を生じるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-13
正解は②
けん化（石鹸合成）、臨界ミセル濃度（CMC）、ソルビタン脂肪酸エステル（非イオン界
面活性剤）、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム（陰イオン界面活性剤）はすべて界
面活性剤に深く関係するが、活性炭は多孔質吸着材であり最も関係が薄い。

●問題Ⅲ-14
正解は④
ニトロベンゼン（C6H5NO2）の比重（密度）は約1.20g/cm³であり、水より重く水底に沈
む。比重が1より小さいとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-15
正解は①
蒸留プロセスの設計・操作においては、気液平衡関係を表す相対揮発度、理論段数、還流
比、充填塔（または棚段塔）が基本的概念となる。化学反応の平衡状態を表す平衡定数は
直接の関係が最も薄い。

●問題Ⅲ-16
正解は②
アミノ酸は、分子内に塩基性のアミノ基（-NH2）と酸性のカルボキシル基（-COOH）を両
方併せ持つ有機化合物である。水酸基（-OH）を両方持つとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-17
正解は③
大気圧下で純液体を加熱すると、蒸気圧が外圧（大気圧）と等しくなった時点で沸騰が始
まり、液相がすべて気化するまで温度は沸点（一定温度）に保たれる。沸騰時も温度が上
昇を続けるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-18
正解は④
海水は高濃度の塩類（NaCl等）が電離した良導体であり比抵抗が極めて低い（約0.2Ω・m
程度）。したがって、孔内水に海水が混入すると測定される比抵抗は著しく「低下」す
る。高くなる記述は誤りである。

●問題Ⅲ-19
正解は③
CSAMT法（Controlled-Source Audio-frequency Magnetotellurics）は、人工送信源から
の電磁場を測定して大地の「比抵抗（電気伝導度）構造」を求める探査法であり、磁化率
の情報を得る探査法ではない。

●問題Ⅲ-20
正解は①
同一観測条件でN回の観測波形を加算平均（スタッキング）した場合、ランダムノイズは
相殺されるため、S/N比の向上率は重ね合わせ回数の「平方根（√N）」に比例する。回数
Nに比例するとする記述は誤りである。



●問題Ⅲ-21
正解は①
表面波探査（レイリー波探査）は、主に地表面付近の浅層地盤を対象とし、起振器の能力
等から実用的な探査深度は通常「数m〜十数m（深くても20〜30m程度）」である。100m程
度までとする記述は過大で誤りである。

●問題Ⅲ-22
正解は②
密度ρと厚さhが一様な無限平板による引力（ブーゲー平板の引力）は Δg＝2πGρh で
表され、地層面からの鉛直距離（深度）に依存せず一定である。深度が浅いほど大きくな
るとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-23
正解は③
地盤工学における土の含水比（w）は、土粒子（固相）の乾燥重量（Ms）に対する間隙水
重量（Mw）の比率（w＝(Mw/Ms)×100%）として定義される。全重量（Ms＋Mw）で割った値
は「含水率」である。

●問題Ⅲ-24
正解は④
海陸風は、陸地と海面の比熱差による日変化を伴う局地風系であり、日中は比熱の小さい
陸地が暖まり上昇気流が生じるため、地表付近では海から陸へ向かう「海風」が吹く。

●問題Ⅲ-25
正解は③
天水線（Global Meteoric Water Line）とは、地球上の降水における「水素同位体比（δ
D値）」と「酸素同位体比（δ18O値）」の間の普遍的な線形相関関係（δD＝8δ18O＋10
）のことである。δ18Oとδ17Oの関係ではない。

●問題Ⅲ-26
正解は②
pH＝3.3 のときの水素イオン濃度は [H⁺]＝10⁻³・³＝10⁰・⁷×10⁻⁴≒5.0×10⁻⁴mol/L＝
500μmol/L である。およそ30μmol/Lとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-27
正解は⑤
ケイ藻（珪藻）は水中の溶存ケイ酸を吸収・消費してケイ酸質の被殻を形成する生物であ
り、ケイ素を放出して水中のケイ素濃度を上昇させる要因にはならない。

●問題Ⅲ-28
正解は③
玄武岩は苦鉄質火山岩（SiO2量約45〜52wt%）であり、珪長質である流紋岩（SiO2量約
70wt%以上）に比べてFeやMgなどの苦鉄質成分をはるかに多量に含む。流紋岩より少ない
とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-29
正解は⑤
泥炭（ピート）は、寒冷多湿な湿原などで植物遺体の分解が停滞して堆積した有機質土壌
であり、未分解の植物組織が肉眼で明瞭に判別できる状態の土を指す。

●問題Ⅲ-30
正解は②
斜長石は固溶体（灰長石〜苦土長石）を形成し、玄武岩（Caに富む斜長石）、安山岩（中
庸な斜長石）、流紋岩（Naに富む斜長石）のすべての岩種において斑晶や石基として共通
に含まれる。

●問題Ⅲ-31
正解は①



風化残留鉱床は、岩石の風化過程で移動しやすいアルカリ金属（Na, K）やアルカリ土類
金属（Ca, Mg）が水に溶脱・流出し、溶出・移動しにくい「Al（ボーキサイト）やFe（ラ
テライト鉄鉱床）」などが残留濃縮して形成される。説明が逆である。

●問題Ⅲ-32
正解は④
静岩圧Pは上載地層の密度ρ、厚さh、重力加速度gを用いて P＝ρgh で表される。P＝
(2.8×10³kg/m³)×(9.8m/s²)×(35×10³m)＝9.604×10⁸Pa≒0.96GPa となり、約1GPa で
ある。

●問題Ⅲ-33
正解は③
複数の測位衛星からの信号を受信して地球上の位置を決定する衛星測位・航法システムの
全般（総称）を表す用語は「GNSS（Global Navigation Satellite System）」である。

●問題Ⅲ-34
正解は①
メランジュにおいて硬質な砂岩やチャート等の岩塊（ブロック）が剥離性の泥質基質（マ
トリックス）中に混在する構造は、斜面の大規模な「地すべりや深層崩壊」の発生誘因と
なる。表層崩壊に限定する記述は不適切である。

●問題Ⅲ-35
正解は⑤
地震時の地盤の液状化は、地下水位が高く緩く堆積した細砂〜中砂地盤（一般にN値が
15〜20未満の未固結砂質土層）で発生しやすい。N値が20以上の締まった地盤では液状化
は極めて発生しにくい。


